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基準額 実績 差異

昇給額 1.4億円 0.3億円 △1.1億円

昇給率 1.9% 0.4% △1.5％

昇給額 1.7億円 0.6億円 △1.1億円

昇給率 2.4% 0.8% △1.6％

2021年6月期

2020年6月期
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19/6期 20/6期 21/6期 22/6期

実績 実績 実績 実績 計画 増減

採用 265人 221人 122人 138人 225人 87人

退職 116人 102人 116人 139人 104人 △ 35人

純増 149人 119人 6人 △ 1人 121人 122人

23/6期
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【国内】アクションプラン
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お客様の観点 スタイリストの観点
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【背景と目的】

➢
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【国内】アクションプラン
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【国内】アクションプラン
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年 月期の新店・閉店の計画

単位：店舗 業態 2022/6期末 新店 閉店 増減 2023/6期末

QB HOUSE

QB PREMIUM
580 15 △22 △7 573

FaSS 11 2 0 2 13

591 17 △22 △5 586

QB HOUSE

QB HOUSE Premium

Kids

31 1 0 1 32

香港 QB HOUSE 64 3 0 3 67

台湾 QB HOUSE 29 4 △1 3 32

アメリカ QB HOUSE 5 1 0 1 6

129 9 △1 8 137

720 26 △23 3 723

（※）新店数・閉店数は移転に伴う出店・閉店を含む

連結グループ合計

日本

国内小計

シンガポール

海外小計
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27

コロナ禍を経験し、変わった価値観もあれば、より強まった価値観もあると感じ

ています。この時代の変化へ対応しつつ、「QBらしさ」の価値の源泉である「働

く人」の働きがいと働きやすさの追求を中心に据え、新しい社会の一員である

にふさわしい資質を備え直す土台作りの5年間と位置づけ、「Reborn for 

2027」としました。

より強まった私たちの価値観は、全ての中心に働く人を据えるということです。

サービス価値の源泉である働く人に、より強く選ばれる組織となることを本気で

取り組みます。そして、業界で最も多くのスタイリストが、安心して長く働ける環

境を築きあげ、省力・省手間・省時間・省資源という価値観に基づいた「QB

らしさ」の価値をさらに磨き、事業活動と社会課題解決、環境保護の両立を

目指します。

省力・省手間・省時間・省資源
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- 年 月期に前中計最終年度の売上収益水準と同様の 億円を目指す

- 当中計中間年度である 年 月期には営業利益率を 程度まで回復

- 長期安定成長の為の事業投資を行い、借入金の圧縮を図りながら、利益成長に伴う安定的な配
当を実施

最終年度

年 月期
最終年度

年 月期
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- コロナ禍により停滞したことで前中計から3年のローリングを実施

- 2023年6月期を体制強化期と位置づけ事業成長を再び持続的な成長軌道へ戻す

新たな
価値創造

国内事業
価値向上

既存
国内事業
海外事業

海外事業 新たな成長の柱

国内事業

主要地域のカッ
ト専門店市場
で圧倒的地位

の構築

アライアンス M&Aの検討

2023年6月期

新券売機導入 ユーザーエクスペリエンス向上によるサービス価値向上

新卒採用の開始 退職率5%の達成と採用・育成力の強化

育成拠点の整備

継続的なスタイリストの待遇改善

体制強化期 安定成長期

QB HOUSE事業の持続的な成長

QB HOUSE事業の持続的な成長

2024年6月期～2027年6月期

新市場進出

価格戦略の実行：サービス価格改定 → 地域別価格の検討
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退職率5%の実現

- 事業成長により獲得できた原資を計画的に給与配分することで待遇改善を継続し、安心して長く働ける就業
環境の構築を目指す

安定的な人材の獲得

- 人材育成拠点の充実により新たに新卒採用の強化を実施

年間30店舗の新規出店実現

安定的な人材の獲得

採用ターゲット

アクションプラン アクションプランの狙い 理美容業就業者 理美容業未就業者

人材育成拠点の拡充
育成を行うことで、採用ターゲットが広がり、
当社のサービスを提供できる人材となる

- カット未経験者
(アシスタント人材)

- 新卒

- 理美容業復帰希望者

サービス価値の向上 価格改定から得られる原資で給与競争力の
向上を行う

- 既存理美容業就業者
価格改定

国内出店の強化
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2019年6月期

2021年6月期

2020年6月期

2022年6月期
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売上収益 営業利益

前中計1年目

前中計3年目

前中計5年目

0

10

20

30

40

2023/6期 2025/6期 2027/6期

連結業績補足

- 新中期経営計画1年目は、業務委託先の待遇格差の改善や人員不足に対応した待遇改善の
強化で前中期経営計画水準を下回る

- 3年目以降は、着実な成長を見込む一方で、人材獲得の為の労働分配の強化により、営業利
益率は10%とする

前中計1年目

前中計3年目

前中計5年目

0

100

200

300

2023/6期 2025/6期 2027/6期

億円 億円
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連結財政状態
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計画 目標

単位：億円 2022/6期 2023/6期 2025/6期 2027/6期

流動資産合計 49 52 60 64

現金及び現金同等物 37 40 48 51

その他 12 12 12 12

非流動資産合計 248 254 268 289

有形固定資産 13 14 20 26

のれん 154 154 154 154

使用権資産 51 57 62 72

その他 30 28 33 36

資産合計 297 305 328 352

負債合計 184 189 181 174

リース負債（使用権資産分含む） 52 65 72 83

借入金 101 95 79 59

その他 31 29 31 32

資本合計 113 117 147 178

負債及び資本合計 297 305 328 352

親会社所有者帰属持分比率 38.3% 38.3% 44.8% 50.5%



店舗計画

- 国内：2023年6月期は純減計画となるものの、年間平均30店舗程度の純増を計画

- 海外：年間平均10店舗程度の純増を計画

実績 計画 目標

単位：店舗 2022/6期 2023/6期 2025/6期 2027/6期

日本 591 586 650 734

国内小計 591 586 650 734

シンガポール 31 32 36 40

香港 64 67 73 79

台湾 29 32 40 48

アメリカ 5 6 10 16

海外小計 129 137 159 183

連結グループ合計 720 723 809 917
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